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Ｓ＝１：１０００平 面 図

犢橋町１３号線

全 １ 葉の内第 １ 号

平面図・防草工標準図

千葉市建設局土木部花見川・稲毛土木事務所維持建設課

課長 設計者氏名

内容表示図 示

路線名

工事箇所

図面種別

図面番号

縮尺

令和８年度

防草対策工事（花８－２）

千葉市花見川区天戸町地内

防草工：防草ｺﾝｸﾘｰﾄ（18-8-25(20)）（高炉）t=70mm A=120m2(概算)
目地板（樹脂発泡体(15倍発泡)）t=10mm A=5m2(概算)
目地ｼｰﾄ工(目地ｼｰﾄ加熱ﾀｲﾌﾟ) L=39m(概算)

防草工：防草ｺﾝｸﾘｰﾄ（18-8-25(20)）（高炉）t=70mm A=500m2(概算)
目地板（樹脂発泡体(15倍発泡)）t=10mm A=13m2(概算)
目地ｼｰﾄ工(目地ｼｰﾄ加熱ﾀｲﾌﾟ) L=320m(概算)

防草工：防草ｺﾝｸﾘｰﾄ（18-8-25(20)）（高炉）t=70mm A=120m2(概算)
目地板（樹脂発泡体(15倍発泡)）t=10mm A=6m2(概算)
目地ｼｰﾄ工(目地ｼｰﾄ加熱ﾀｲﾌﾟ) L=141m(概算)

防草工：防草ｺﾝｸﾘｰﾄ（18-8-25(20)）（高炉）t=70mm A=470m2(概算)
目地板（樹脂発泡体(15倍発泡)）t=10mm A=13m2(概算)
目地ｼｰﾄ工(目地ｼｰﾄ加熱ﾀｲﾌﾟ) L=279m(概算)防草工：

防草ｼｰﾄ A=200m2(概算)

防草工：防草ｼｰﾄ A=200m2(概算)

防草工：防草ｼｰﾄ A=750m2(概算)

150

75 75

3.6

本施工には除草、施工前清掃が必要
目地シート（加熱タイプ）の繋ぎ目の重ねは50mm以上確保する。
カット部分都度に50mmのロスが生じる。
重ね部の表層は、加熱し付着しやすい状態にする。
雑費には、ブラシ、刷毛の消耗品を含む。

※コンクリート新設部の伸縮目地材は、樹脂発泡体目地板（t=10mm 15倍発泡）
の間隔は５ｍとする。

舗装面に塗布する

プライマー
目地シート

（加熱タイプ）

縁石

サンド付き改質アスファルト（表層）

ポリエステル防草シート（中間層）

粘着アスファルト（下層）

防草工標準図
防草工（目地ｼｰﾄ工Ⅰ）
防草コンクリート
（貼付け面が平坦な場合）

コンクリート（18-8-25(20)）t=70mm

鉄筋金網Φ3.2（150×150）

凡例

防草シート

防草ｼｰﾄ

L型ﾋﾟﾝ
ｺ型ﾋﾟﾝ

ﾜｯｼｬｰ

防草シート


